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史
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【
概
要
】
序
論
　
高
句
麗
史
研
究
の
意
義
と
課
題

　
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
六
六
八
年
ま
で
、
お
お
よ
そ
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
、
中
国
）
東
北
地
方

か
ら
朝
鮮
半
島
中
南
部
に
か
け
て
の
地
域
を
主
た
る
領
域
と
し
た
高
句
麗
は
、
帝
国
日
本
の
朝
鮮
・

満
洲
へ
の
勢
力
拡
大
と
い
う
当
該
期
の
現
実
的
課
題
と
関
わ
っ
て
、
帝
国
日
本
の
軍
人
・
東
洋
史
学

者
、
は
て
は
政
治
家
ま
で
に
も
大
い
に
注
目
さ
れ
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
一
九
四
五
年
の
帝
国
日
本
の
崩
壊
後
、
か
つ
て
の
高
句
麗
故
地
は
、
中
国
・
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
（
以
下
、
北
朝
鮮
）・
大
韓
民
国
（
以
下
、
韓
国
）
と
な
り
、
こ
れ
ら
諸
国
の
学
者
に
よ
っ
て

自
民
族
・
自
国
史
を
前
提
と
し
た
歴
史
観
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
高
句
麗
史
研
究
は

歴
史
論
争
の
場
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
情
況
下
に
あ
っ
て
よ
り
重
要
な
の
は
、
近
代
以
後
の
枠
組
か
ら
離
れ
、
高
句
麗
の
史
的

展
開
過
程
そ
の
も
の
を
、
当
該
期
の
高
句
麗
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
を
勘
案
し
つ
つ
、
高
句
麗
史
の
観

点
か
ら
論
究
す
る
と
い
う
、
高
句
麗
史
研
究
上
の
基
礎
的
作
業
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
戦
後
日
本
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
そ
の
史
的
動
向
を
総
合
的
に
論
じ
た
も
の

は
、
武
田
幸
男
『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア:

『
広
開
土
王
碑
』
研
究
序
説
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）

の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
書
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
『
広
開
土
王
碑
』
研
究
を
第
一
に

し
て
お
り
、『
広
開
土
王
碑
』
以
外
の
時
期
の
高
句
麗
の
史
的
展
開
過
程
な
ど
に
つ
い
て
は
必
ず
し

も
詳
細
に
論
及
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
高
句
麗
は
中
国
諸
王
朝
や
朝
鮮
半
島
で
勃
興
し
た
百

済
・
新
羅
だ
け
で
な
く
、
そ
の
南
方
に
あ
っ
た
倭
（
日
本
）
と
も
密
接
な
関
係
を
有
し
て
お
り
、
そ

れ
だ
け
に
、
高
句
麗
と
そ
れ
ら
諸
国
と
の
関
係
な
ど
を
総
合
的
に
討
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
第
一
部
「
高
句
麗
史
研
究
の
動
向
と
課
題
」、
第
二
部
「
四
〜
六
世
紀
初
の
高
句
麗
の

対
外
関
係
と
東
ア
ジ
ア
」、
第
三
部
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
高
句
麗
と
中
国
王
朝
」、
第
四
部
「
高
句

麗
の
対
倭
外
交
と
東
ア
ジ
ア
」
に
お
い
て
、
高
句
麗
の
史
的
動
向
を
高
句
麗
と
中
国
諸
王
朝
、
さ
ら

に
は
百
済
・
新
羅
・
倭
（
日
本
）
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
つ
つ
高
句
麗
史
の
観
点
か
ら
追
究
し
、
東
ア

ジ
ア
的
視
座
か
ら
そ
の
史
的
展
開
過
程
の
解
明
を
試
み
た
。

第
一
部

　
高
句
麗
史
研
究
の
動
向
と
課
題

第
一
章

　
戦
後
日
本
の
高
句
麗
史
研
究
の
動
向
と
課
題

は
じ
め
に

　
こ
こ
で
は
戦
後
日
本
で
高
句
麗
史
研
究
が
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
っ
た
の
か
を
整
理
し
、
高
句

麗
史
研
究
の
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
．
一
九
四
五
年
〜
一
九
六
〇
年
代
の
高
句
麗
史
研
究

　
一
九
四
五
年
の
日
本
の
敗
北
と
満
洲
国
の
崩
壊
・
植
民
地
朝
鮮
の
解
放
に
よ
る
研
究
環
境
の
急
激

な
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
高
句
麗
史
研
究
は
低
調
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
七
〇
年
代
以
後
、『
広

開
土
王
碑
』
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
状
況
は
変
化
す
る
。

二
．
転
換
点
と
し
て
の
一
九
七
〇
・
八
〇
年
代
―
戦
後
日
本
の
『
広
開
土
王
碑
』
研
究
―

（
一
）『
広
開
土
王
碑
』
の
原
碑
字
を
め
ぐ
る
研
究
状
況

　
日
本
に
お
け
る
『
広
開
土
王
碑
』
研
究
、
高
句
麗
史
研
究
を
転
換
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
、

朴
時
亨
『
広
開
土
王
陵
碑
』（
社
会
科
学
院
、
一
九
六
七
年
）
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
大
和
朝
廷
の
「
南
鮮
支
配
」
の
根
拠
が
否
定
さ
れ
、
既
往
の
解
釈
の
再
検
討
を
迫
ら
れ
た

た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
軍
部
に
よ
る
『
広
開
土
王
碑
』
の
拓
本
（
墨
水
廓
填
本
）
解
読
・
研
究
へ
の

批
判
的
検
証
の
必
要
性
が
高
唱
さ
れ
た
こ
と
も
軽
視
で
き
な
い
要
因
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
近

代
日
本
に
お
け
る
『
広
開
土
王
碑
』
研
究
の
性
格
の
一
端
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
が
、こ
う
し
た
な
か
、

『
広
開
土
王
碑
』
研
究
に
よ
り
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
た
の
が
、
軍
部
に
よ
っ
て
碑
字
が
改
ざ
ん

さ
れ
た
と
い
う
李
進
熙
の
一
連
の
論
考
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
広
開
土
王
碑
』
改
ざ
ん
説
に
対
し
て
は
、

賛
否
両
論
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
原
石
拓
本
や
中
国
で
の
墨
水
廓
填
本
（
潘

祖
蔭
旧
蔵
本
）
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
研
究
の
基
盤
が
整
理
さ
れ
た
い
っ
た
。

（
二
）『
広
開
土
王
碑
』
の
解
釈
を
め
ぐ
る
研
究
状
況

　
一
方
、
日
本
で
は
辛
卯
年
条
を
中
心
に
議
論
が
行
わ
れ
、
碑
文
の
構
造
か
ら
辛
卯
年
条
が
広
開
土

王
の
征
討
を
正
当
化
す
る
た
め
の
前
置
き
文
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
七
〇
年
代
よ
り

議
論
さ
れ
て
き
た
辛
卯
年
条
の
解
釈
に
つ
い
て
は
一
応
の
決
着
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、『
広

開
土
王
碑
』
の
倭
が
広
開
土
王
の
偉
大
さ
を
引
き
立
て
る
た
め
の
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
倭
の
歴
史
的

実
態
を
解
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
な
ど
の
重
要
な
提
言
も
行
わ
れ
た
。

三
．
一
九
七
〇
年
代
以
後
の
高
句
麗
史
研
究
の
成
果
と
課
題

　
こ
の
よ
う
に
七
〇
年
代
以
後
、『
広
開
土
王
碑
』
研
究
は
活
況
を
呈
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
に
、

『
牟
頭
婁
墓
誌
』
や
徳
興
里
古
墳
の
墨
書
、『
中
原
高
句
麗
碑
』（
近
年
、
韓
国
で
は
、『
中
原
高
句
麗
碑
』

を
『
忠
州
高
句
麗
碑
』
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
慣
例
上
、『
中
原
高
句
麗
碑
』

と
す
る
）、『
集
安
高
句
麗
碑
』
な
ど
金
石
資
料
に
関
す
る
研
究
も
積
極
的
に
行
わ
れ
、
高
句
麗
史
研

究
は
進
展
し
て
い
っ
た
。

　
一
方
、『
高
麗
記
』
の
史
料
的
性
格
の
解
明
、
高
句
麗
史
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
る
『
三
国
史
記
』
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高
句
麗
本
紀
（
以
下
、『
三
国
史
記
』
は
省
略
、
高
句
麗
本
紀
は
麗
紀
と
す
る
）
に
つ
い
て
の
批
判
的
検

討
も
進
め
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
麗
紀
の
高
句
麗
王
系
に
対
す
る
考
察
も
行
わ
れ
た
、
高
句
麗
史
研
究
の

基
礎
的
基
盤
も
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

高
句
麗
史
研
究
の
課
題
―
結
び
に
か
え
て
―

　
こ
の
よ
う
に
戦
後
日
本
の
高
句
麗
史
研
究
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
近
代
日
本
の
朝
鮮
史
学
の
特
質

に
対
す
る
批
判
や
軍
部
に
よ
る
『
広
開
土
王
碑
』
の
改
ざ
ん
説
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、『
広
開
土

王
碑
』
研
究
、特
に
倭
関
係
記
事
に
つ
い
て
著
し
い
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
こ
れ
は
『
広
開
土
王
碑
』

に
み
え
る
倭
の
動
向
が
、
日
本
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
視
さ
れ
て
い
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
同
時
に
こ
の
よ
う
な
日
本
の
研
究
は
、『
広
開
土
王
碑
』
を
高
句
麗
の
同
時
代
史
料
と

し
て
考
究
し
よ
う
と
す
る
視
角
が
、ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
を
露
呈
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。『
広

開
土
王
碑
』
関
連
書
籍
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
そ
れ
を
高
句
麗
史
に
位
置
づ
け
論
究
し

た
の
が
武
田
幸
男
『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』（
前
掲
書
）
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を

端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

第
二
章

　
中
国
・
韓
国
の
高
句
麗
史
帰
属
問
題
と
研
究
動
向

は
じ
め
に

　
二
〇
〇
三
年
、
中
国
と
韓
国
・
北
朝
鮮
と
の
間
で
高
句
麗
史
を
そ
れ
ぞ
れ
自
国
史
の
一
部
と
み
な

す
高
句
麗
史
「
争
奪
戦
」
が
勃
発
し
た
。
と
こ
ろ
が
、こ
の
問
題
は
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、

そ
れ
は
中
国
に
お
け
る
高
句
麗
史
研
究
の
歩
み
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
中
国
に
お

け
る
高
句
麗
史
帰
属
を
め
ぐ
る
議
論
を
整
理
し
た
上
で
、
韓
国
の
研
究
情
況
な
ど
に
も
論
及
し
、
こ

の
議
論
を
考
究
す
る
上
で
の
端
緒
と
し
た
い
。

一
．
一
九
八
〇
年
以
前
の
高
句
麗
帰
属
問
題

（
一
）
一
九
四
〇
年
代
の
高
句
麗
史
研
究

　
中
国
で
も
っ
と
も
早
く
高
句
麗
の
帰
属
問
題
に
言
及
し
た
の
は
、「
東
北
史
研
究
の
開
拓
者
」
と

さ
れ
る
金
毓
黻
で
あ
る
。
彼
は
日
本
の
「
牽
強
附
会
な
研
究
」
に
対
し
て
、『
東
北
通
史
』
を
著
し
、

遼
寧
省
・
吉
林
省
・
遼
寧
省
・
熱
河
省
に
該
当
す
る
「
東
北
史
」
が
、「
中
国
史
」
の
一
部
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
、
高
句
麗
が
中
華
民
族
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
高
句
麗
史
の
帰
属
問
題
は
日
本
の
学
者
と
中
国
の
学
者
で
の
「
歴
史
争
奪
戦
」
を
前
提
に
議
論

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
高
句
麗
帰
属
問
題
は
政
治
的
課
題
に
即
し
た
重
要
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
文
革
〜
解
放
・
改
革
以
前
の
高
句
麗
史
研
究

　
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
か
ら
七
〇
年
代
ま
で
、
第
一
に
、
文
化
大
革
命
に
よ
っ

て
高
句
麗
史
研
究
が
停
滞
し
た
た
め
、
第
二
に
、
中
国
は
「
抗
美
援
朝
」
政
策
を
と
り
、
北
朝
鮮
と

の
間
で
摩
擦
を
起
こ
し
か
ね
な
い
高
句
麗
史
帰
属
問
題
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

第
三
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
っ
て
中
国
の
歴
史
を
解
釈
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
、
高
句
麗
史
が
重

要
視
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
中
国
に
お
け
る
高
句
麗
史
帰
属
問
題
に
関
す
る
研
究
は
停
滞
し
た
。
そ

の
た
め
、
当
該
期
の
中
国
で
は
日
本
や
ソ
連
の
研
究
を
参
照
に
、
高
句
麗
史
は
「
朝
鮮
史
」
の
一
部

と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
．
一
九
八
〇
年
か
ら
東
北
工
程
ま
で
の
高
句
麗
史
研
究

（
一
）
一
九
八
〇
年
代
の
高
句
麗
史
研
究

　
文
革
終
了
後
の
一
九
八
一
年
五
月
、
北
京
で
「
中
国
民
族
関
係
史
研
究
学
術
座
談
会
」
が
開
催
さ

れ
、
歴
史
伝
統
境
域
内
の
民
族
は
中
国
民
族
に
属
す
る
こ
と
が
中
国
の
研
究
者
の
間
で
「
共
通
し
た

認
識
」
と
な
る
と
、
高
句
麗
史
が
中
国
史
に
帰
属
す
る
と
い
う
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な

り
、
隋
・
唐
の
高
句
麗
遠
征
も
統
一
多
民
族
国
家
形
成
の
一
つ
の
「
統
一
戦
争
」
と
さ
れ
、
高
句
麗

は
中
国
の
地
方
政
権
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
一
九
九
〇
年
か
ら
東
北
工
程
ま
で
の
高
句
麗
史
研
究

　
こ
う
し
た
な
か
、
高
句
麗
文
化
国
際
学
術
討
論
会
（
一
九
九
三
年
八
月
）
で
、
北
朝
鮮
の
朴
時
亨

が
公
然
と
こ
う
し
た
中
国
の
高
句
麗
史
認
識
へ
の
批
判
を
述
べ
、
中
朝
間
の
高
句
麗
史
認
識
の
相
違

が
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
出
席
し
た
孫
進
己
は
韓
国
の
研
究
者
も
同
様
な
見
解
で
あ

る
と
し
た
上
で
、高
句
麗
を
「
朝
鮮
史
」
と
す
る
史
観
を
中
国
を
「
侵
略
の
た
め
の
史
学
」
と
断
じ
、

こ
の
よ
う
な
「
反
動
的
侵
略
史
学
」
に
反
駁
す
る
必
要
が
あ
る
と
高
唱
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
中
国
で
は
こ
う
し
た
「
反
動
侵
略
史
学
」
の
「
挑
戦
」
に
対
抗
す
べ
く
、
九
〇
年
代
以
後
、
高
句

麗
史
研
究
所
や
学
術
会
議
を
通
し
て
、
よ
り
組
織
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
．
東
北
工
程
と
高
句
麗
史
研
究
お
よ
び
韓
国
・
北
朝
鮮
の
近
年
の
研
究
動
向

（
一
）
東
北
工
程
と
高
句
麗
史
研
究

　
東
北
工
程
と
は
「
東
北
辺
疆
歴
史
与
現
状
系
列
研
究
工
程
」
の
略
称
で
、
中
国
社
会
科
学
院
と
東

北
三
省
が
共
同
で
行
う
大
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
東
北
史
研
究
が
北
朝
鮮
や
韓
国

の
研
究
者
の
「
挑
戦
に
直
面
」
し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
、
二
〇
〇
二
年
二
月
か
ら
五
年
間
計
画
で

始
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
社
会
科
学
院
を
中
心
に
よ
り
組
織
的
な
研
究
が
行
わ

れ
、
関
連
学
中
会
議
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
、
組
織
的
な
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
高
句
麗
は
「
中
国
史
」

の
一
部
と
す
る
見
解
が
強
調
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）
東
北
工
程
に
対
す
る
韓
国
・
北
朝
鮮
の
対
応
と
研
究
状
況

　
こ
れ
に
対
し
て
韓
国
で
は
、
二
〇
〇
三
年
後
半
以
後
、
歴
史
学
会
、
マ
ス
コ
ミ
、
市
民
団
体
に

よ
っ
て
中
国
の
歴
史
認
識
に
対
す
る
批
判
が
行
わ
れ
、「
中
国
の
高
句
麗
史
歪
曲
対
策
学
術
会
議
」

（
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）
で
、
韓
国
古
代
史
学
会
ほ
か
一
七
の
歴
史
学
会
共
同
で
「
中
国
は
高
句
麗
史

に
対
す
る
歪
曲
を
即
刻
中
断
せ
よ
」
と
い
う
声
明
文
が
発
表
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
に
対
抗
す
る
た

め
に
高
句
麗
史
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
求
め
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
高
句
麗
研
究
財
団
が
発
足
し
（
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
組
織
的
な
高
句
麗
史
研
究

基
盤
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
韓
両
政
府
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
の
拡
大
防
止
も
議
論
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
東
北
工
程
に
端
を
発
し
た
こ
の
「
戦
争
」
は
次
第
に
収
束
し
、
東
北
工

程
関
連
サ
イ
ト
も
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
東
北
工
程
は
ひ
っ
そ
り
と
終
了
し
た
。

高
句
麗
史
研
究
の
課
題
―
む
す
び
に
か
え
て

　
高
句
麗
史
の
帰
属
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
近
代
国
民
国
家
的
歴
史
観
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
と
も
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
近
代
歴
史
学
全
体
の
課
題
と
し
て
継
続
し

て
議
論
さ
れ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
、こ
う
し
た
帰
属
を
め
ぐ
る
論
争
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

論
究
す
べ
き
は
、
第
一
に
、
高
句
麗
史
を
近
代
的
枠
組
か
ら
脱
却
し
て
討
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
と
関
わ
る
第
二
は
、
高
句
麗
史
を
当
該
期
の
東
ア
ジ
ア
の
史
的
展
開
過
程
と
関
連
さ
せ
、
巨
視
的

な
観
点
か
ら
討
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
句
麗
史
研
究
上
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
そ
の
上
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
こ
れ
が
高
句
麗
史
を
「
朝
鮮
史
」
の
一
部
と
み
な
す
日
本
の
伝

統
的
な
高
句
麗
認
識
に
対
す
る
批
判
で
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
問
題
は
決
し
て
対

岸
の
火
事
な
ど
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
議
論
を
通
し
て
高
句
麗
史
研
究
の
み
な
ら

ず
、
近
代
歴
史
学
研
究
へ
の
批
判
的
検
討
、
向
後
の
歴
史
学
の
あ
り
方
を
論
究
す
る
一
つ
の
契
機
、

問
題
提
起
と
し
て
と
ら
え
、
克
服
す
る
方
法
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
二
部
　
四
〜
六
世
紀
初
の
高
句
麗
と
東
ア
ジ
ア
　

第
一
章

　
広
開
土
王
代
の
対
外
関
係
と
東
ア
ジ
ア

は
じ
め
に

　『
広
開
土
王
碑
』
に
は
文
献
史
料
に
み
え
ぬ
広
開
土
王
代
の
貴
重
な
対
外
関
係
を
伝
え
て
い
る
が
、

文
献
史
料
と
あ
わ
せ
て
、
広
開
土
王
代
の
対
外
関
係
を
討
究
す
る
こ
と
も
高
句
麗
史
解
明
の
た
め
の

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
広
開
土
王
代
の
対
外
政
策
を
総
合
的
に
考
究
し
、
当
該
期

の
高
句
麗
の
対
外
関
係
を
理
解
す
る
上
で
の
端
緒
に
し
た
い
と
お
も
う
。

一
．
広
開
土
王
代
の
対
後
燕
関
係
史
料
の
吟
味

　
広
開
土
王
代
の
対
外
関
係
記
事
は
、『
広
開
土
王
碑
』
や
『
三
国
史
記
』、
中
国
史
料
に
認
め
ら
れ

る
が
、
後
燕
関
係
記
事
は
繋
年
・
月
の
相
違
す
る
も
の
の
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
そ
れ
ら
史

料
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
第
一
に
、
慕
容
宝
の
広
開
土
王
冊
封
は
三
九
六
年
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
第
二
に
、
麗
紀
・
広
開
土
王
九
（
四
〇
〇
）
年
正
月
条
の
高
句
麗
か
ら
後
燕
へ
の
朝
貢
記

事
は
隆
安
三
（
三
九
九
）
年
一
月
条
癸
未
（
二
六
日
）
か
ら
同
年
七
月
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

第
三
に
、
麗
紀
・
広
開
土
王
一
三
（
四
〇
四
）
年
一
一
月
条
の
後
燕
攻
撃
記
事
も
一
二
月
の
こ
と
と

す
べ
き
こ
と
、
第
四
に
、
麗
紀
・
広
開
土
王
一
五
（
四
〇
六
）
年
一
二
月
条
の
後
燕
の
木
底
城
攻
撃

は
『
資
治
通
鑑
』
の
繋
年
・
月
に
従
う
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

二
．
広
開
土
王
代
の
対
外
関
係

　
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
改
め
て
広
開
土
王
代
の
対
外
関
係
を
注
視
す
る
と
、
第
一
に
広
開
土
王
代
の

対
燕
戦
が
広
開
土
王
の
治
世
の
半
ば
永
楽
一
〇
（
四
〇
〇
）
年
か
ら
永
楽
一
六
（
四
〇
六
）
年
に
か

け
て
集
中
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
広
開
土
王
の
積
極
的
な
対
南
方
戦
略
が
、
お
お
よ
そ

後
燕
と
の
交
戦
状
態
と
な
る
永
楽
一
〇
（
四
〇
〇
）
年
か
ら
永
楽
一
六
（
四
〇
六
）
年
以
前
と
そ
れ

以
後
に
主
に
展
開
さ
れ
、
対
後
燕
交
戦
期
、
広
開
土
王
の
積
極
的
な
対
南
方
戦
が
抑
制
さ
れ
る
傾
向

に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
広
開
土
王
の
対
外
政
策
は
、
南
方
・
西
北
方
面
の
動
向
と
も
密
接

に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

三
．
広
開
土
王
代
の
対
稗
麗
戦
と
西
北
境
巡
狩

　
一
方
、
広
開
土
王
は
最
初
に
対
稗
麗
戦
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
百
済
と
の
対
立
が
先
鋭
化

す
る
な
か
で
、高
句
麗
西
北
境
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
広
開
土
王
は
こ
れ
を
ふ
ま
え
、

対
百
済
戦
を
実
施
す
る
上
で
も
重
要
な
高
句
麗
西
北
方
面
の
巡
撫
の
た
め
、
当
該
地
域
を
巡
狩
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
百
済
攻
撃
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
稗
麗
戦
の
戦
果
は
『
広
開
土
王
碑
』
に
大
々
的
に
刻
記
さ
れ
た
が
、
後
燕
が
北
方
遊

牧
民
へ
の
攻
撃
に
よ
っ
て
軍
資
を
得
よ
う
と
し
た
よ
う
に
、
高
句
麗
の
そ
れ
も
ま
た
来
た
る
べ
き
対

百
済
戦
に
む
け
て
の
軍
資
を
得
る
こ
と
も
企
図
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

結
語

　
　

　
広
開
土
王
は
高
句
麗
西
北
・
南
方
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、
外
交
・
軍
事
活
動
を
展
開
し
た
が
、

そ
う
し
た
対
外
政
策
は
そ
の
後
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
高
句
麗
西
方
の
脅
威
と
な
っ

た
の
は
北
魏
で
あ
っ
た
。
高
句
麗
は
西
方
・
南
方
二
方
面
で
の
戦
闘
を
回
避
し
、
朝
鮮
半
島
に
お
け

る
新
羅
・
百
済
と
の
対
立
激
化
を
ふ
ま
え
、
積
極
的
な
対
北
魏
外
交
を
展
開
し
た
が
、
こ
う
し
た
高
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句
麗
の
対
外
政
策
の
淵
源
は
広
開
土
王
の
対
外
戦
略
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
古
代
東
ア
ジ
ア

世
界
に
お
け
る
高
句
麗
の
対
外
関
係
を
探
究
す
る
た
め
に
は
、
高
句
麗
西
方
・
南
方
の
朝
鮮
半
島
情

勢
を
ふ
ま
え
て
総
合
的
に
論
究
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

第
二
章

　
高
句
麗
の
対
北
魏
外
交
と
朝
鮮
半
島
情
勢

は
じ
め
に

　
諸
史
料
に
は
高
句
麗
が
四
三
〇
年
代
か
ら
北
魏
に
朝
貢
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
約
二
〇
年
の
断
絶

の
後
、
四
六
〇
年
代
以
後
、
き
わ
め
て
頻
繁
に
北
魏
に
使
節
を
派
遣
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
の
よ

う
な
高
句
麗
の
対
北
魏
外
交
は
、
当
該
期
の
朝
鮮
半
島
情
勢
を
考
究
す
る
上
で
も
軽
視
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
以
下
、
四
六
〇
年
代
〜
五
一
〇
年
代
を
中
心
に
、
高
句
麗
を
取
り
巻
く
情
況
を
ふ
ま
え
つ

つ
、
高
句
麗
の
対
北
魏
外
交
を
討
究
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
．
四
六
〇
年
代
以
前
の
高
句
麗
と
北
魏
関
係

　
高
句
麗
と
北
魏
の
通
交
は
四
三
五
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
。
し
か
し
、
翌
年
、
高
句
麗
に
亡
命
し
た

北
燕
の
馮
弘
の
引
き
渡
し
を
高
句
麗
が
拒
絶
す
る
と
、
両
国
の
関
係
は
悪
化
し
て
い
き
、
そ
の
後
、

北
魏
と
の
通
交
は
約
二
〇
年
間
断
絶
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
四
六
二
年
以
後
、
高
句
麗
の
北
魏
に
対
す

る
朝
貢
は
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
に
こ
れ
に
つ
い
て
討
究
し
て
み
た
い
。

二
．
四
六
〇
年
代
以
後
の
高
句
麗
の
対
北
魏
外
交

　
四
六
〇
年
代
の
高
句
麗
の
対
北
魏
外
交
転
換
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
い

る
が
、
必
ず
し
も
当
該
期
の
高
句
麗
と
そ
の
周
辺
諸
国
と
の
具
体
的
な
史
的
展
開
過
程
に
即
し
て
説

明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
改
め
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
三
国
史
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
な
ど
に

四
五
〇
年
代
か
ら
四
六
〇
年
頃
、
高
句
麗
の
従
属
下
に
あ
っ
た
新
羅
が
百
済
と
結
び
、
高
句
麗
の
軍

事
的
圧
力
に
対
抗
・
排
除
す
る
動
き
に
転
じ
た
こ
と
（
以
下
、
こ
れ
を
新
羅
の
脱
高
句
麗
化
と
す
る
）

で
あ
る
。
高
句
麗
の
対
北
魏
外
交
転
換
に
は
、
こ
の
新
羅
の
脱
高
句
麗
化
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た

可
能
性
が
大
き
い
。
か
り
に
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
改
め
て
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
両
国
の
関
係

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
通
説
で
は
五
世
紀
を
通
じ
て
新
羅
は
高
句
麗
の
軍
事
的
影
響
下
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
き
た
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
句
麗
史
だ
け
で
な
く
、
新
羅
史
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
五
〜
六
世
紀
初
の
高
句
麗
と
新
羅
の
関
係
を
論
究
し
て
み
た
い
。

三
．
高
句
麗
と
朝
鮮
半
島
情
勢

（
一
）『
中
原
高
句
麗
碑
』
に
み
え
る
高
句
麗
と
新
羅
の
関
係
再
考

　
五
世
紀
代
の
高
句
麗
と
新
羅
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
『
中
原
高
句
麗

碑
』
で
あ
る
。
問
題
は
碑
面
の
摩
滅
に
よ
っ
て
建
立
時
期
に
つ
い
て
定
説
が
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

既
存
の
研
究
の
批
判
的
検
証
か
ら
、
そ
れ
は
四
八
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
改
め
て
注

目
さ
れ
る
の
が
、
同
碑
に
は
高
句
麗
と
新
羅
の
関
係
が
兄
弟
関
係
と
な
っ
て
お
り
、『
広
開
土
王
碑
』

段
階
よ
り
も
ゆ
る
や
か
で
、
よ
り
対
等
に
近
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
羅
の
脱
高
句
麗
化
に
よ
っ

て
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
高
句
麗
と
新
羅
の
関
係
を
示
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

（
二
）『
魏
書
』
に
み
え
る
「
斯
羅
」
と
高
句
麗
・
新
羅
関
係

　
一
方
、
六
世
紀
初
の
高
句
麗
と
新
羅
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
き
た
の

が
『
魏
書
』
世
宗
紀
に
み
え
る
斯
羅
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
斯
羅
を
新
羅
と
解
釈
し
、
六
世
紀
初
ま

で
新
羅
は
高
句
麗
主
導
で
北
魏
に
朝
貢
し
た
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
同
時
朝
貢
し
た
は
ず

の
高
句
麗
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
、『
魏
書
』
当
該
条
に
対
応
す
る
『
北
史
』
が
斯
羅
を
西
域
諸
国

の
一
つ
と
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
斯
羅
を
新
羅
と
み
な
す
の
は
困
難
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
『
魏
書
』
高
句
麗
伝
に
は
正
始
年
間
（
五
〇
四
〜
五
〇
八
）
に
、
新
羅
と
想
定
さ
れ
る
渉

羅
が
高
句
麗
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
魏
書
』
に
み
え
る
斯
羅
を

新
羅
を
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
新
羅
は
五
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
、
脱
高
句
麗
化
を
推
進
し
自
立
し
て
い
っ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
、
こ
う
し
た
新
羅
と
の
軍
事
的
対
立
と
連
動
し
て
高
句
麗
の
対
北
魏
通
交
は
積

極
的
に
推
進
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

結
語

　
四
六
二
年
以
後
の
高
句
麗
の
積
極
的
な
対
北
魏
外
交
は
、
新
羅
の
脱
高
句
麗
化
に
よ
っ
て
高
句
麗

西
・
南
両
方
面
で
の
抗
争
を
同
時
に
受
け
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
高
句
麗
が
北
魏
と
の
関

係
を
改
善
し
、
そ
の
緊
張
関
係
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
羅
や
百
済
と
の
抗
争
を
展
開
さ
せ

よ
う
と
し
た
高
句
麗
の
外
交
戦
略
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
三
章
　
高
句
麗
の
対
宋
外
交
と
東
ア
ジ
ア

は
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
高
句
麗
の
対
宋
外
交
は
宋
・
倭
の
観
点
か
ら
論
及
さ
れ
て
き
た
が
、
五
世
紀
の
東
ア
ジ

ア
諸
国
の
多
様
な
対
外
関
係
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、高
句
麗
の
観
点
か
ら
の
追
究
も
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
、
高
句
麗
の
対
宋
関
係
を
考
究
し
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
一
側
面
を
照
射
し
て
み
よ
う
。

一
．
高
句
麗
の
対
北
魏
外
交
と
そ
の
実
態
―
五
世
紀
初
頭
を
中
心
に
―

　
高
句
麗
の
対
宋
外
交
を
論
じ
る
に
先
立
ち
、
そ
れ
に
も
大
き
く
関
わ
る
高
句
麗
と
北
魏
の
関
係
を
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一
瞥
し
て
み
る
と
、
高
句
麗
の
対
北
魏
外
交
は
四
六
二
年
か
ら
頻
繁
に
北
魏
と
通
交
す
る
が
、
こ
の

間
、
高
句
麗
は
世
子
入
朝
を
拒
否
し
、
北
魏
の
使
者
に
対
し
て
不
遜
な
態
度
で
臨
み
、
そ
れ
を
侮
慢

し
て
お
り
、
高
句
麗
の
北
魏
へ
の
臣
従
は
あ
く
ま
で
も
名
目
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
高
句
麗

は
北
魏
と
の
通
婚
も
拒
絶
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
北
魏
と
通
婚
し
て
い
た
北
燕
が
北
魏
に
よ
っ
て
滅

ぼ
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
高
句
麗
は
北
魏
を
警
戒
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

二
．
高
句
麗
の
対
宋
外
交

　
こ
う
し
た
高
句
麗
の
対
北
魏
外
交
を
ふ
ま
え
、
高
句
麗
の
対
宋
外
交
を
み
て
み
る
と
、
高
句
麗
は

対
北
魏
外
交
断
絶
期
も
従
前
よ
り
も
遣
使
朝
貢
の
頻
度
は
下
が
る
も
の
の
、
北
魏
を
牽
制
す
る
た
め

に
も
対
宋
外
交
を
展
開
し
、
宋
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
外
交
戦
略
を
採
用
し
て
い
た
。
高
句
麗

と
北
魏
の
通
交
が
頻
繁
と
な
る
四
六
〇
年
代
以
後
も
、
ほ
ぼ
同
じ
頻
度
で
対
宋
外
交
も
展
開
さ
れ
て

お
り
、
高
句
麗
は
依
然
と
し
て
宋
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
た
。
こ
れ
は
北
魏
を
警
戒
し
続
け
て
い

た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
高
句
麗
と
南
斉
と
の
通
交
は
高
句
麗
・
北
魏
の
良
好
な
関
係
を
前
提
と
し
て
低
調
と
な

る
が
、
看
過
し
え
な
い
の
は
、
五
二
〇
年
代
の
高
句
麗
の
北
魏
領
進
出
期
に
は
、
積
極
的
に
対
南
朝

外
交
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
対
南
朝
外
交
は
高
句
麗
・
北
魏
関
係
の
重
要
局
面
に
お
い
て
、
北
魏
を

牽
制
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
ち
続
け
た
と
お
も
わ
れ
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
高
句
麗
の
対
南
朝
外

交
の
意
義
が
見
い
だ
せ
よ
う
。

結
語

　
五
世
紀
後
半
、
高
句
麗
は
北
魏
を
牽
制
す
る
た
め
に
も
、
宋
と
の
関
係
を
引
き
続
き
重
視
し
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
北
魏
と
対
峙
し
、
そ
れ
を
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
宋
の
戦
略
と
も
合
致
し
て
い

た
。そ
れ
ゆ
え
、宋
も
ま
た
高
句
麗
を
高
く
評
価
し
、倭
や
百
済
よ
り
高
く
位
置
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

補
論
　
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
高
句
麗
勢
力
圏
と
倭
勢
力
圏

は
じ
め
に

　
四
・
五
世
紀
、
高
句
麗
は
倭
を
敵
対
勢
力
と
し
て
強
く
意
識
し
て
い
た
。
倭
も
高
句
麗
を
意
識
し

続
け
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
五
世
紀
の
高
句
麗
勢
力
圏
を
ふ
ま
え
て
五
世
紀
の
倭
の
勢
力
圏
形
成

過
程
に
つ
い
て
攻
究
し
、東
ア
ジ
ア
の
史
的
展
開
過
程
の
一
端
を
理
解
す
る
上
で
の
端
緒
に
し
た
い
。

一
．
高
句
麗
勢
力
圏
の
構
造
と
東
ア
ジ
ア

　
五
世
紀
の
高
句
麗
勢
力
圏
に
お
け
る
君
主
号
と
し
て
は
「
王
」・「
太
王
」・「
聖
太
王
」・「
好
大
王
」

が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
高
句
麗
勢
力
圏
の
み
で
通
用
す
る
も
の
で
、
高
句
麗
は
中
国
皇
帝
を
頂

点
と
す
る
国
際
社
会
と
は
異
な
る
独
自
の
支
配
体
制
を
構
築
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
高
句
麗
独
自
の
勢
力
圏
を
具
体
的
に
示
す
も
の
が
『
広
開
土
王
碑
』
で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
高

句
麗
勢
力
圏
は
中
国
東
北
地
方
・
朝
鮮
半
島
東
北
部
か
ら
朝
鮮
半
島
南
部
の
百
済
・
新
羅
ま
で
に
及

ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

二
．
高
句
麗
勢
力
圏
と
倭
・
中
国

　
こ
う
し
た
勢
力
圏
に
は
倭
や
中
国
王
朝
が
登
場
せ
ず
、
高
句
麗
独
自
の
「
天
」
に
よ
っ
て
権
威
づ

け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
高
句
麗
は
中
国
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
世
界
を
決
し
て
無
視

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
高
句
麗
は
そ
れ
を
十
分
に
意
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
別
に
独
自
の
勢

力
圏
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
．
高
句
麗
勢
力
圏
と
倭
勢
力
圏
と
東
ア
ジ
ア
―
結
び
に
か
え
て
―

　
そ
の
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
五
世
紀
末
の
倭
王
武
の
治
世
に
お
い
て
倭
で
は
、
倭
独
自
の
「
天

下
」
と
関
わ
っ
て
独
自
の
勢
力
圏
で
通
用
す
る
「
大
王
」
号
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

う
し
た
独
自
の
「
天
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
勢
力
圏
と
そ
こ
で
の
「
大
王
」
号
と
い
う
君
主
号
の
あ
り

方
は
、
高
句
麗
独
自
の
「
天
」
に
よ
っ
て
権
威
付
け
ら
れ
た
高
句
麗
独
自
の
勢
力
圏
と
そ
こ
で
通
用

す
る
高
句
麗
の
「
太
王
」
号
と
も
類
似
し
、
倭
王
は
高
句
麗
の
独
自
世
界
に
似
せ
て
倭
の
世
界
を
築

き
、
高
句
麗
に
対
立
・
対
抗
す
る
姿
勢
を
示
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　
ま
た
、
高
句
麗
に
お
い
て
一
貫
し
て
倭
が
排
除
さ
れ
た
よ
う
に
、
倭
に
お
い
て
も
高
句
麗
が
含
ま

れ
ず
、
倭
は
高
句
麗
の
勢
力
圏
に
対
抗
し
て
、
百
済
や
新
羅
、
さ
ら
に
は
伽
耶
諸
国
も
含
め
た
朝
鮮

半
島
中
南
部
を
含
む
地
域
を
勢
力
圏
と
し
て
設
定
し
た
と
お
も
わ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
倭
の
勢
力
圏
は
あ
く
ま
で
も
観
念
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
現
実
的
に
は
高
句
麗
勢
力
圏

に
匹
敵
し
う
る
よ
う
な
勢
力
圏
の
形
成
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
高
句
麗
と
倭
の
勢
力
圏
の
差
違

が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
倭
の
勢
力
圏
構
築
に
は
中
国
皇
帝
の
権
威

を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
部

　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
高
句
麗
と
中
国
王
朝

第
一
章

　
集
安
出
土
文
字
資
料
か
ら
み
た
高
句
麗
の
支
配
体
制
―
府
官
制
再
考
―

は
じ
め
に

　
安
岳
三
号
墳
や
徳
興
里
古
墳
に
み
え
る
墨
書
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
を
虚
職
と
す
る
一
方

で
、
高
句
麗
の
も
の
と
認
め
、
高
句
麗
が
中
国
王
朝
の
官
制
を
導
入
し
、
将
軍
号
に
も
と
づ
い
て
府

を
開
設
し
た
と
い
う
見
解
も
提
示
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
高
句
麗
の
支
配
体
制
上
の
み
な
ら
ず
、
中
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国
王
朝
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
も
看
過
し
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
既
述
の
よ
う
に
墨
書
の
解
釈
を

め
ぐ
っ
て
は
虚
職
・
実
職
両
説
が
提
示
さ
れ
、
い
ま
だ
鉄
案
に
達
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
集
安
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
出
土
文
字
資
料
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
問
題

を
論
究
し
、
高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
影
響
、
支
配
体
制
の
一
端
に
つ
い
て
討
究
し
て
み
た
い
。

一
．
壁
画
古
墳
墨
書
の
職
位
に
対
す
る
先
行
研
究
の
整
理
と
批
判
的
検
討

　
安
岳
三
号
墳
に
は
、
被
葬
者
・
冬
寿
の
職
位
と
し
て
「
使
持
節
、
都
督
諸
軍
事
、
平
東
将
軍
、
護

撫
夷
校
尉
、
楽
浪
相
、
昌
黎
・
玄
菟
・
帯
方
太
守
」（
字
：
推
釈
し
た
文
字
、
以
下
同
様
）
が
記
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
句
麗
の
も
の
と
み
な
す
見
解
も
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、「
使
持
節
都
督
」
に

管
轄
地
域
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
墓
誌
に
東
晋
の
年
号
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ

の
よ
う
に
理
解
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
。

　
徳
興
里
古
墳
の
被
葬
者
・
某
鎮
の
官
歴
「
建
威
将
軍
・
国
小
大
兄
・
左
将
軍
・
龍
驤
将
軍
・
遼
東
太
守
・

使
持
節
・
東
夷
校
尉
・
幽
州
刺
史
」
に
つ
い
て
も
高
句
麗
の
も
の
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
幽
州
の

治
所
が
「
今
の
燕
国
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
首
肯
し
が
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
将
軍
号
な
ど
は
虚
職
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
議
論
は
従
来
繰
り
広
げ

ら
れ
て
き
た
実
職
か
、
虚
職
の
い
ず
れ
が
よ
り
妥
当
か
と
い
う
議
論
に
陥
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ

で
、
集
安
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
文
字
資
料
を
手
が
か
り
と
し
て
こ
の
問
題
を
攻
究
し
て
み
た
い
。

二
．
新
出
文
字
資
料
か
ら
み
た
高
句
麗
の
将
軍
に
つ
い
て

　
高
句
麗
旧
都
・
集
安
千
秋
塚
か
ら
は
「
趙
将
軍
」、「
胡
将
軍
」
の
刻
記
さ
れ
た
文
字
瓦
（
以
下
、

将
軍
銘
文
字
瓦
）が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
二
点
の
断
片
的
な
文
字
瓦
で
あ
る
が
、こ
こ
に「
将

軍
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
軽
視
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
は
中
国
王
朝
に
お
い
て
み
ら

れ
る
序
列
化
さ
れ
て
い
た
建
威
将
軍
や
龍
驤
将
軍
な
ど
が
当
時
の
高
句
麗
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
岳
三
号
墳
や
徳
興
里
古
墳
の
将
軍
号
も
虚
職
と
考

え
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
中
国
王
朝
の
将
軍
号
の
受
容
や
府
官
に
よ
る
支
配
も
想
定
で

き
な
い
。

三
．
高
句
麗
と
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界̶

結
び
に
か
え
て̶

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
五
世
紀
の
高
句
麗
に
お
い
て
中
国
王
朝
の
将
軍
号
や
そ
れ
に
も
と
づ
く
支
配

体
制
が
、
高
句
麗
に
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
上
で
中
国
史
料
に
み
え
る

府
官
を
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
も
史
料
上
の
制

約
の
た
め
、
別
の
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
注
目
さ
れ
る
の
が
君
主
号
で
あ

る
。
当
該
期
の
高
句
麗
の
君
主
号
と
し
て
は
「
太
王
」（『
広
開
土
王
碑
』）、「
聖
太
王
」（『
牟
頭
婁
墓
誌
』）

な
ど
高
句
麗
独
自
の
勢
力
圏
の
み
で
通
用
す
る
二
次
的
な
王
号
が
確
認
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
高
句
麗
勢

力
圏
の
支
配
体
制
が
冊
封
号
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
は
み
な
せ
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
高
句
麗
の
君
主
号
が
あ
く
ま
で
も
「
王
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
高
句
麗
自
身
が
中
国
王

朝
の
官
爵
号
を
求
め
た
こ
と
、
冊
封
号
を
前
提
と
す
る
府
官
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中
国
皇

帝
を
頂
点
と
す
る
冊
封
号
の
高
句
麗
に
お
け
る
影
響
を
完
全
に
無
視
で
き
ず
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て

外
交
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
高
句
麗
は
中
国
皇
帝
を
頂
点
と
し
た
古
代

東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
そ
れ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
章

　
六
世
紀
前
半
の
華
北
情
勢
と
高
句
麗̶

『
韓
曁
墓
誌
』
の
分
析
を
中
心
に̶

は
じ
め
に

　
隋
人
・
韓
曁
の
墓
誌
に
は
既
存
の
文
献
か
ら
う
か
が
い
知
れ
な
い
高
句
麗
関
係
記
事
が
認
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
以
下
、『
韓
曁
墓
誌
』
を
手
が
か
り
に
高
句
麗
と
北
魏
関
係
の
一
端
に
つ
い
て
考
究

し
て
み
た
い
。

一
．『
韓
曁
墓
誌
』
の
状
況
と
釈
文

　『
韓
曁
墓
誌
』
は
縦
横
お
よ
そ
五
五
〜
五
六
セ
ン
チ
で
、
誌
文
は
一
部
、
摩
滅
の
た
め
釈
読
の
困

難
な
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
。
既
存
の
研
究
で
は
全
文
字
数
を

一
一
八
七
字
と
す
る
が
、
誌
文
の
一
部
が
脱
落
し
て
お
り
、
全
文
字
数
は
一
一
八
八
字
で
あ
る
。

二
．
墓
主
と
そ
の
族
系

　『
韓
曁
墓
誌
』
に
は
墓
主
の
父
・
韓
詳
が
孝
昌
年
間
（
五
二
五
〜
五
二
七
）
に
、
高
句
麗
の
北
魏
侵

攻
に
よ
っ
て
高
句
麗
に
連
行
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
改
め
て
吟
味
す
べ
き
な
の
は
、
韓
詳

が
高
句
麗
に
「
連
行
」
さ
れ
た
の
か
、
北
魏
末
期
の
混
乱
を
避
け
て
高
句
麗
に
亡
命
し
た
か
ど
う
か

で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
墓
誌
は
韓
詳
の
高
句
麗
流
入
を
連
行
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
不

可
抗
力
的
な
も
の
と
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
か
り
に
韓
詳
の
高
句
麗
流
入
が
高
句
麗
の
軍
事
的
行
為
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
当
該
期
の
高
句
麗
―
北
魏
関
係
を
理
解
す
る
上
で
注
目
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
既

存
の
史
料
に
は
高
句
麗
と
北
魏
の
関
係
が
平
和
的
に
推
移
し
た
と
し
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。そ
こ
で
、以
下
、当
該
期
の
高
句
麗
と
北
魏
の
関
係
に
つ
い
て
改
め
て
討
究
し
た
い
。

三
．
六
世
紀
前
半
の
高
句
麗
と
北
魏

　
高
句
麗
は
四
六
二
年
以
降
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
北
魏
に
朝
貢
を
行
っ
て
い
た
が
、
五
一
九
年
か

ら
五
三
一
年
に
か
け
て
は
、
そ
れ
が
み
え
な
く
な
る
。
こ
の
頃
、
北
魏
で
は
羽
林
の
乱
（
五
一
九
年
）、
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六
鎮
の
乱
（
五
二
三
〜
五
三
〇
年
）
が
勃
発
し
て
お
り
、
高
句
麗
の
対
北
魏
外
交
断
絶
も
こ
う
し
た

事
態
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
墓
誌
は
高
句
麗
が
北
魏
に
侵
攻

し
た
と
す
る
。
当
該
期
、
高
句
麗
と
北
魏
は
必
ず
し
も
良
好
関
係
で
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
墓
誌
の

記
述
は
こ
う
し
た
高
句
麗
と
北
魏
の
関
係
を
反
映
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。ま
た
、こ
れ
と
関
わ
っ

て
、
高
句
麗
が
当
該
期
に
積
極
的
な
対
梁
外
交
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
高

句
麗
と
北
魏
の
関
係
悪
化
を
補
完
す
る
外
交
戦
術
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
韓
曁
墓
誌
』
に
み
え
る
北
魏
混
乱
期
、
高
句
麗
が
北
魏
に
侵
入
し
た
こ

と
は
十
分
に
想
定
で
き
よ
う
。『
韓
曁
墓
誌
』
は
既
存
の
文
献
か
ら
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
高
句
麗

の
北
魏
侵
入
を
伝
え
、
韓
詳
は
こ
う
し
た
武
力
侵
攻
に
と
も
な
っ
て
連
行
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
の

で
あ
る
。

結
語

　
以
上
か
ら
韓
詳
は
北
魏
の
孝
昌
年
間
（
五
二
五
〜
五
二
七
）
に
高
句
麗
の
北
魏
侵
入
に
よ
っ
て
、

高
句
麗
に
連
行
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。『
韓
曁
墓
誌
』
は
既
存
の
文
献
史
料

に
は
み
え
ぬ
六
世
紀
前
半
に
お
け
る
高
句
麗
の
動
向
を
伝
え
て
お
り
、
高
句
麗
史
研
究
上
の
『
韓
曁

墓
誌
』
の
も
つ
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
の
で
あ
る
。

第
三
章
　『
裴
遺
業
墓
誌
』
と
高
句
麗
―
五
七
〇
年
代
の
北
斉
・
高
句
麗
関
係
の
一
齣
―

は
じ
め
に

　
二
〇
一
二
年
、王
其
褘
・
周
暁
薇
「
新
出
北
斉
聘
高
麗
使
主
《
裴
遺
業
墓
誌
》
疏
証
」（『
北
方
文
物
』

二
〇
一
二
年
二
期
）
に
お
い
て
、
裴
遺
業
の
墓
誌
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
『
裴
遺
業
墓
誌
』
に
は
現

存
の
文
献
史
料
に
は
み
え
ぬ
北
斉
・
高
句
麗
関
係
記
事
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
残
念
な
が
ら
当
該

墓
誌
の
所
蔵
先
は
不
明
で
、
墓
誌
の
実
見
に
も
と
づ
く
調
査
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
幸
い
同
論
文
に

は
墓
誌
の
拓
本
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
墓
誌
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、『
裴
遺
業
墓
誌
』
か
ら
う
か
が
え
る
五
七
〇
年
前
後
の
高
句
麗
・
北
斉
関

係
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
お
も
う
。

一
．『
裴
遺
業
墓
誌
』
の
釈
文
と
裴
遺
業
一
族

　『
裴
遺
業
墓
誌
』
は
山
西
省
襄
汾
県
永
固
郷
か
ら
出
土
し
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
墓
主
で
あ
る
裴
遺
業

は
北
斉
の
官
人
で
、
開
皇
一
〇
（
五
九
〇
）
年
八
月
二
七
日
に
六
三
才
で
死
亡
し
た
と
い
う
。

二
．『
裴
遺
業
墓
誌
』
か
ら
み
た
北
斉
・
高
句
麗
関
係

　『
裴
遺
業
墓
誌
』
高
句
麗
関
係
記
事
は
一
三
行
目
か
ら
一
八
行
目
に
か
け
て
記
さ
れ
て
お
り
、
裴

遺
業
の
高
句
麗
外
交
に
お
け
る
活
躍
が
、彼
の
業
績
を
示
す
上
で
特
段
に
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　

　
高
句
麗
・
北
斉
関
係
に
お
い
て
、
こ
の
墓
誌
の
重
要
性
の
第
一
は
、
文
献
史
料
が
伝
え
ぬ
五
七
〇

年
の
北
斉
か
ら
高
句
麗
へ
の
使
節
派
遣
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
北
斉
か
ら
高
句
麗
に
派
遣

さ
れ
た
使
節
の
名
前
、
彼
が
帯
び
た
官
職
が
具
体
的
に
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
北
斉

の
対
高
句
麗
外
交
の
位
置
づ
け
の
一
端
を
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
一
）
五
七
〇
年
の
北
斉
の
対
高
句
麗
外
交

　
裴
遺
業
は
高
句
麗
派
遣
に
際
し
て
員
外
散
騎
常
侍
（
正
五
品
上
）
を
授
与
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
対

北
周
、
梁
・
陳
使
者
の
帯
び
た
官
職
よ
り
も
低
く
、
こ
こ
か
ら
当
該
期
の
北
斉
の
対
高
句
麗
外
交
の

位
置
づ
け
が
対
北
斉
・
対
南
朝
外
交
よ
り
も
低
か
っ
た
こ
と
を
看
取
で
き
る
。
こ
れ
は
こ
の
頃
の
両

国
の
関
係
悪
化
を
反
映
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
た
だ
し
、
北
斉
が
必
ず
し
も
対
高
句
麗
外
交
を
重

視
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
い
き
れ
ず
、
そ
れ
は
北
斉
か
ら
裴
遺
業
が
高
句
麗
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と

自
体
、
そ
う
し
た
側
面
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
五
七
〇
年
代
の
高
句
麗
・
北
斉
関
係

　
墓
誌
は
裴
遺
業
の
功
績
を
前
漢
の
陸
賈
・
張
騫
と
比
し
、
彼
ら
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
も
の
と
高
く

評
価
す
る
が
、
こ
れ
は
裴
遺
業
の
業
績
を
頌
徳
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
特
記
さ
れ

た
の
は
、
両
国
の
関
係
が
悪
化
し
て
お
り
、
裴
遺
業
の
任
務
も
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
裴
遺
業
の
対
高
句
麗
外
交
上
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

（
三
）
五
七
〇
年
代
の
高
句
麗
の
対
北
斉
外
交
と
『
裴
遺
業
墓
誌
』

　
た
だ
し
、
裴
遺
業
の
高
句
麗
派
遣
に
よ
っ
て
両
国
の
関
係
が
た
だ
ち
に
良
好
と
な
っ
た
、
と
理
解

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
性
急
の
そ
し
り
を
免
か
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
史
資
料
に
は
す
ぐ
さ
ま
高
句

麗
か
ら
北
斉
へ
使
者
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
対
高
句
麗
外
交

で
功
績
を
あ
げ
た
と
す
る
墓
誌
の
記
述
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　『
北
斉
書
』
に
よ
れ
ば
、
五
七
三
年
に
八
年
ぶ
り
の
高
句
麗
の
朝
貢
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
裴
遺

業
の
外
交
努
力
が
こ
の
武
平
四
（
五
七
三
）
年
の
高
句
麗
の
北
斉
入
朝
を
も
っ
て
実
現
し
た
わ
け
で

あ
る
。
裴
遺
業
へ
の
建
節
将
軍
授
与
は
、
ま
さ
に
こ
の
年
の
こ
と
で
、
両
者
が
無
関
係
で
あ
っ
た
と

は
考
え
が
た
く
、
高
句
麗
の
遣
使
入
朝
を
う
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
墓
誌
は
五
七
三
年
の
高
句
麗
の
北
斉
へ
の
遣
使
入
朝
を
、
裴
遺
業
の
功
績
と
し
て
高

く
評
価
す
る
が
、
高
句
麗
か
ら
す
れ
ば
、
敵
対
す
る
新
羅
・
百
済
の
北
斉
と
の
結
び
つ
き
を
牽
制
す

る
た
め
の
も
の
で
、
高
句
麗
の
北
斉
へ
の
遣
使
朝
貢
を
裴
遺
業
の
功
績
に
の
み
帰
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
『
裴
遺
業
墓
誌
』
に
は
誇
張
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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小
結

　
こ
の
よ
う
に
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
『
裴
遺
業
墓
誌
』
は
、
既
往
の
文
献
史
料
か
ら
は
う
か
が
い
知

れ
な
い
高
句
麗
・
北
斉
関
係
の
一
側
面
を
伝
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
『
裴
遺
業
墓
誌
』
の
高
句

麗
史
研
究
上
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
四
部

　
高
句
麗
の
対
倭
外
交
と
東
ア
ジ
ア

第
一
章

　
五
七
〇
年
代
の
高
句
麗
の
対
倭
外
交
と
華
北
情
勢

は
じ
め
に

　
高
句
麗
と
倭
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
文
献
史
学
や
考
古
学
、
美
術
史
に
よ
っ
て
日

本
史
の
観
点
か
ら
追
究
さ
れ
て
き
た
が
、
ひ
る
が
え
っ
て
高
句
麗
の
視
点
か
ら
論
及
す
る
こ
と
も
必

要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
改
め
て
高
句
麗
の
対
倭
外
交
開
始
と
そ
の
事
情
に
つ
い
て
、
当

該
期
の
高
句
麗
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
を
ふ
ま
え
つ
つ
考
究
す
る
。

一
．
欽
明
紀
以
前
の
高
句
麗
遣
使
記
事
の
批
判
的
検
討

　
高
句
麗
と
倭
の
初
め
て
の
通
交
を
示
す
記
事
と
し
て
、
少
な
か
ら
ぬ
研
究
者
が
継
体
紀
一
〇

（
五
一
六
）
年
秋
九
月
条
に
注
目
す
る
。
し
か
し
、
五
七
〇
年
に
高
句
麗
使
節
が
始
め
て
倭
に
到
達

し
た
こ
と
に
比
べ
て
記
事
が
簡
潔
に
す
ぎ
る
こ
と
、
欽
明
紀
が
継
体
紀
の
高
句
麗
使
節
到
達
を
無
視

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
高
句
麗
の
対
倭
外
交
を
伝
え
る
記
事
は
、
高
句
麗
使
節
が
「
始
め
て
越
国
に

到
」
っ
た
と
す
る
、
欽
明
紀
三
一
（
五
七
〇
）
年
四
月
条
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
．
五
七
〇
年
代
の
高
句
麗
の
対
倭
外
交
に
つ
い
て
の
既
往
の
研
究

　
こ
の
高
句
麗
の
対
倭
外
交
の
開
始
の
理
由
と
し
て
は
、
主
に
新
羅
の
伸
張
や
対
南
北
朝
外
交
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
。
新
羅
の
動
向
は
高
句
麗
の
対
外
政
策
を
理
解
す
る
上
で
無
視
で
き
な
い
が
、
既
存

の
研
究
で
は
高
句
麗
と
新
羅
の
関
係
の
み
が
注
視
さ
れ
、
北
朝
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
考
慮
さ

れ
ず
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
多
角
的
に
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
当
該

期
の
北
朝
の
動
向
、
高
句
麗
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
、
高
句
麗
の
対
倭
外
交
開
始
の
原
因
つ
い
て
論
究

し
て
み
た
い
。

三
．
高
句
麗
の
対
倭
外
交
と
北
朝

（
一
）
陽
原
王
代
の
高
句
麗
外
交
と
北
朝
　
　

　
高
句
麗
は
東
魏
以
後
、
北
斉
建
国
初
期
ま
で
、
積
極
的
に
遣
使
朝
貢
し
、
西
方
和
平
策
を
採
っ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
五
三
年
の
北
斉
の
漢
人
返
還
事
件
以
後
、
高
句
麗
の
遣
使
朝
貢
は
激
減
し
、

高
句
麗
・
北
斉
関
係
は
そ
れ
以
前
に
比
べ
悪
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
五
六
〇
年
代
の
高
句
麗
の
外
交
と
北
斉

　
こ
の
両
国
の
関
係
悪
化
は
そ
の
後
も
続
く
。
そ
の
頃
、
対
立
す
る
北
斉
は
新
羅
を
高
く
評
価
し
て

お
り
、高
句
麗
の
北
斉
に
対
す
る
警
戒
心
は
、よ
り
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、新
羅
の
伸
張
に
よ
っ

て
、
高
句
麗
は
大
き
く
後
退
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
、
北
斉
と
北

周
の
対
立
も
激
化
し
、
し
か
も
そ
れ
は
高
句
麗
が
警
戒
し
て
い
た
北
斉
優
位
で
展
開
し
て
い
っ
た
。

（
三
）
五
七
〇
年
代
の
高
句
麗
の
対
倭
外
交
と
華
北
情
勢

　
こ
う
し
た
情
況
に
加
え
て
新
羅
が
陳
と
の
外
交
を
開
始
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
高
句
麗
は
北
斉
、

新
羅
と
の
対
立
に
加
え
、
新
羅
と
陳
と
の
通
交
に
よ
っ
て
、
外
交
的
危
機
に
陥
る
。
こ
う
し
た
な
か
、

五
七
〇
年
に
倭
に
高
句
麗
の
使
者
が
到
達
す
る
。
こ
れ
は
国
際
的
孤
立
を
打
破
す
る
た
め
に
、
高
句

麗
が
対
倭
外
交
を
推
進
し
た
結
果
で
あ
り
、
倭
と
の
提
携
に
よ
っ
て
新
羅
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
外

交
戦
略
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
高
句
麗
か
ら
倭
へ
使
節
が
派
遣
さ
れ
る
が
、　
北

斉
が
衰
退
し
、
高
句
麗
へ
の
脅
威
が
減
退
す
る
と
、
高
句
麗
の
対
倭
外
交
は
一
時
頓
挫
す
る
。
北
斉

の
衰
退
・
滅
亡
に
よ
っ
て
、
高
句
麗
の
対
倭
外
交
の
意
義
も
低
下
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、

新
羅
と
の
対
立
は
そ
の
後
も
継
続
す
る
が
、
高
句
麗
の
対
倭
外
交
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は

高
句
麗
の
対
倭
外
交
に
お
け
る
最
大
要
因
が
北
斉
と
の
対
立
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。事
実
、

高
句
麗
は
北
周
・
隋
へ
使
節
を
派
遣
し
、
西
方
の
安
定
を
希
求
し
た
が
、
そ
の
間
、
対
倭
外
交
は
認

め
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
再
開
す
る
の
は
隋
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
五
七
〇
年
代
に
お
け
る
高
句
麗
の
対
倭
外
交
は
、
新
羅
と
の
対
立
を
大
前
提
と
し
つ
つ
、
北
斉
と

の
関
係
悪
化
が
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
華
北
の
状
況
と
密
接
に

関
わ
っ
て
展
開
さ
れ
た
高
句
麗
の
対
倭
外
交
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

烏
の
羽
に
書
か
れ
た
国
書
と
高
句
麗
の
対
倭
外
交
―
結
び
に
か
え
て
―

　
で
は
、
こ
の
時
、
高
句
麗
使
節
が
持
参
し
、
烏
の
羽
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
難
解
な
国
書
は
、
こ

の
よ
う
な
高
句
麗
外
交
と
関
わ
っ
て
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
国
書
の
性
格

を
理
解
す
る
上
で
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
こ
れ
が
高
句
麗
を
取
り
巻
く
厳
し
い
国
際
情
勢
の
な
か

で
倭
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
内
容
は
倭
に
伝
え
ら
れ
ね

ば
意
味
が
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
高
句
麗
は
す
で
に
中
国
王
朝
と
の
外
交
に
お
い
て
外
交
文
書
を

活
用
し
て
お
り
、
倭
も
ま
た
し
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
高
句
麗
が
外
交
上
の

国
際
的
言
語
で
あ
っ
た
漢
文
を
用
い
ず
、わ
ざ
わ
ざ
判
読
困
難
な
高
句
麗
独
自
の
漢
文
を
利
用
し
て
、

国
書
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
大
い
に
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
烏
の
羽
」
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に
国
書
が
記
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
高
句
麗
の
国
書
の
性
格
を
伝
え
る
敏
達
紀
の
記

述
は
、
や
は
り
王
辰
爾
を
頌
徳
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

第
二
章

　
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
半
ば
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
と
高
句
麗
の
対
倭
外
交

　
　
　

は
じ
め
に

　
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
後
半
ま
で
、
高
句
麗
は
倭
と
積
極
的
に
通
交
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
日
本
古
代
史
の
立
場
か
ら
論
じ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
高
句
麗
の
観
点
か
ら
論
究
さ

れ
た
も
の
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
、
改
め
て
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
半
ば
ま
で
の

高
句
麗
の
対
倭
外
交
を
高
句
麗
の
視
点
か
ら
論
究
し
た
い
と
お
も
う
。

一
．
五
九
〇
年
代
の
高
句
麗
の
対
倭
外
交

　
五
九
五
年
、
慧
慈
が
来
倭
し
た
が
、
こ
れ
は
隋
と
の
関
係
悪
化
を
ふ
ま
え
、
国
際
的
孤
立
情
況
下

に
お
い
て
高
句
麗
は
倭
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
新
羅
・
百
済
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
高
句
麗
は
仏
教
・
僧
侶
を
媒
介
と
す
る
対
倭
外
交
を
推
進
し
た
。
高
句
麗
は
対
倭
外

交
を
成
功
・
促
進
す
る
た
め
に
、
高
句
麗
は
高
句
麗
系
僧
侶
を
派
遣
し
、
彼
ら
を
通
し
て
、
倭
国
内

に
お
け
る
高
句
麗
の
位
相
を
高
め
、
親
高
句
麗
的
な
政
策
を
実
行
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
し
、
そ
の
後
の
隋
の
高
句
麗
遠
征
時
に
、
高
句
麗
か
ら
倭
へ
の
使
節
派
遣
は
認
め
ら
れ
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
高
句
麗
の
対
倭
外
交
を
、
高
句
麗
・
隋
の
緊
張
関
係
の
み
か
ら
説
明
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
高
句
麗
の
対
倭
外
交
を
高
句
麗
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
を
ふ
ま
え
考
究
し
て

み
よ
う
。

二
．
六
〇
〇
年
代
初
の
高
句
麗
の
対
倭
外
交

　
七
世
紀
初
、
倭
か
ら
高
句
麗
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
が
遣
百
済
使
と
と
も
に
帰
国
し
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
高
句
麗
と
百
済
は
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
見
解
と
と
も
に
、
そ
れ
に
批
判
的
な
見
解
も
提

示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
高
句
麗
外
交
を
理
解
す
る
上
で
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
攻
究

す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
当
時
の
高
句
麗
を
取
り
巻
く
情
況
を
み
て
み
る
と
、
高
句
麗
は
隋
と
緊

張
関
係
に
あ
り
、
外
交
的
孤
立
を
避
け
、
新
羅
を
牽
制
す
る
た
め
に
も
倭
と
の
関
係
を
深
め
よ
う
と

し
て
い
た
。高
句
麗
の
対
倭
外
交
は
対
隋
、対
新
羅
関
係
と
関
連
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
で
は
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
百
済
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

三
．
七
世
紀
初
の
朝
鮮
半
島
情
勢
と
高
句
麗
の
対
倭
外
交

　
高
句
麗
と
百
済
の
関
係
を
理
解
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、『
隋
書
』
に
高
句
麗
と
百
済
が

内
通
し
て
い
た
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
該
期
、
倭
国
に
お
い
て
両
国
の
僧
侶
が
と
も
に
活
動
し
て

お
り
、
ま
た
、
両
国
も
対
新
羅
政
策
の
た
め
、
倭
と
そ
れ
ぞ
れ
通
交
し
て
い
た
。『
隋
書
』
の
記
事

は
そ
う
し
た
情
況
を
ふ
ま
え
、
百
済
が
倭
を
媒
介
と
し
て
高
句
麗
に
内
通
し
て
い
る
と
誤
認
さ
れ
た

も
の
を
反
映
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
両
国
は
対
新
羅
戦
略
で
は
利
害
を
一
致
さ
せ
て
い
た
も
の

の
、
当
該
期
、
こ
の
二
国
が
必
ず
し
も
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
と
は
解
釈
で
き
な
い
。
三
国
の
抗
争
に

唐
が
仲
裁
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
を
間
接
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
高
句
麗
の
対
倭
外
交
は
、
隋
と
の
緊
張
関
係
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
直
接
的
に
は

対
新
羅
戦
略
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
半
島
情
勢
と
関
わ
っ
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

四
．
唐
建
国
初
期
の
高
句
麗
の
対
外
関
係
と
対
倭
外
交

　
そ
の
後
、
中
国
で
は
隋
に
代
わ
っ
て
唐
が
建
国
さ
れ
る
が
、
高
句
麗
は
対
倭
外
交
を
重
視
し
、
他

倭
外
交
は
低
調
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
、
高
句
麗
の
対
倭
外
交
使
節
は
従
前
の
僧
侶
の
派
遣

か
ら
大
使
・
小
使
か
ら
な
る
使
節
団
の
派
遣
へ
と
変
化
し
た
。
こ
れ
は
仏
教
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
高
句
麗
の
対
倭
外
交
の
進
展
を
示
唆
し
て
お
り
、
高
句
麗
は
新
羅
と
の
抗
争
を
ふ
ま
え
、
倭

と
の
通
交
に
よ
っ
て
新
羅
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

五
．
六
三
〇
年
代
・
六
四
〇
年
代
初
の
高
句
麗
の
対
外
関
係

　
六
三
〇
・
六
四
〇
年
代
、
高
句
麗
は
唐
の
積
極
的
な
軍
事
活
動
を
見
据
え
つ
つ
、
対
唐
外
交
を
展

開
し
、
対
倭
外
交
は
低
調
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
六
四
二
年
、
泉
蓋
蘇
文
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が
勃

発
す
る
と
、
高
句
麗
と
唐
と
の
緊
張
関
係
は
強
ま
っ
て
い
き
、
新
た
な
様
相
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。

六
．
六
四
二
年
〜
六
六
八
年
ま
で
の
高
句
麗
の
対
倭
外
交

　
高
句
麗
は
六
四
三
年
、
こ
れ
は
唐
と
の
対
立
を
ふ
ま
え
、
倭
と
の
関
係
を
強
化
し
、
新
羅
牽
制
を

期
待
す
べ
く
、
対
倭
外
交
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
新
羅
か
ら
高
句
麗
へ
の
脅
威
が
軽
減
す
る
と
対

倭
外
交
の
比
重
も
相
対
的
に
低
下
し
、
し
ば
ら
く
高
句
麗
の
対
倭
外
交
は
低
調
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
六
五
六
年
以
後
、
高
句
麗
は
新
羅
・
百
済
の
対
倭
外
交
に
対
抗
し
て
大
使
節
団
を
倭

に
派
遣
し
、
対
倭
外
交
を
進
展
さ
せ
る
。
唐
と
の
交
戦
下
に
あ
っ
て
、
倭
と
の
連
携
を
強
め
、
倭
の

軍
事
活
動
に
よ
っ
て
新
羅
を
牽
制
す
る
こ
と
を
高
句
麗
は
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
六
六
〇
年
に
百
済
が
滅
亡
す
る
と
、
高
句
麗
の
対
倭
外
交
は
よ
り
重
視
さ
れ
、
六
六
六
年
に
は
二

度
わ
た
っ
て
高
句
麗
使
節
が
倭
に
到
達
し
た
。
外
交
的
孤
立
や
軍
事
的
苦
境
に
対
処
す
る
た
め
に
も

倭
と
の
関
係
強
化
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
六
六
八
年
、
高
句
麗
が
滅
亡
し
、
高
句
麗

の
対
倭
外
交
も
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

結
語

　
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
の
高
句
麗
滅
亡
ま
で
の
高
句
麗
の
対
倭
外
交
に
つ
い
て
、
既
往
の
研
究
で
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は
隋
・
唐
と
の
関
係
の
み
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
対
隋
・
対
唐
外
交
・
対
立
を
前
提
と
し

つ
つ
も
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
新
羅
・
百
済
と
の
抗
争
、
そ
れ
に
二
国
の
対
倭
外
交
な
ど
を
ふ
ま
え

つ
つ
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
西
方
の
隋
・
唐
と
い
う
大
国
と
南
方
の
新
羅
・
百
済
と
の
対
立
・

同
盟
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
い
ま
っ
て
、
高
句
麗
の
対
倭
外
交
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ

て
、
こ
こ
に
高
句
麗
外
交
の
特
質
の
一
端
が
看
取
さ
れ
、
古
代
東
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら
高
句
麗
外
交

を
追
求
す
る
理
由
が
認
め
ら
れ
る
。

第
三
章
　
高
句
麗
遺
民
と
新
羅̶

七
世
紀
後
半
の
東
ア
ジ
ア
情
勢̶

は
じ
め
に

　『
日
本
書
紀
』
に
は
高
句
麗
滅
亡
後
の
高
句
麗
使
節
の
来
倭
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て

は
唐
に
抵
抗
運
動
を
展
開
し
た
高
句
麗
遺
民
、
安
東
都
護
府
下
の
高
句
麗
遺
民
、
新
羅
領
内
に
設
置

さ
れ
た
小
高
句
麗
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
と
す
る
見
解
が
早
く
か
ら
提
示
さ
れ
、
現
在
も
な
お
定
説
を

み
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
高
句
麗
遺
民
だ
け
で
な
く
、
唐
や
新
羅
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
史
的
展
開

過
程
を
解
明
す
る
上
で
も
軽
視
で
き
な
い
問
題
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
高
句
麗
使
節
の
日
本

派
遣
に
つ
い
て
討
究
し
、七
世
紀
後
半
の
東
ア
ジ
ア
の
史
的
展
開
過
程
を
解
明
す
る
端
緒
に
し
た
い
。

一
．
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
と
高
句
麗
王
安
勝

（
一
）
高
句
麗
王
安
勝
の
出
自
再
考

　
唐
へ
の
抵
抗
運
動
を
展
開
し
た
高
句
麗
遺
民
た
ち
は
安
勝
を
推
戴
す
る
が
、こ
の
安
勝
は
彼
の
父
・

淵
浄
土
が
「
高
句
麗
貴
臣
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
み
、
当
初
、「
国
の
貴
族
」
と
さ
れ
、
高
句
麗
遺

民
に
よ
る
推
戴
後
、
宝
臧
王
と
の
関
係
を
誇
示
し
、
高
句
麗
君
主
と
し
て
の
正
統
性
、
権
威
を
示
す

た
め
宝
臧
王
の
外
孫
と
し
て
強
調
さ
れ
た
。
そ
の
後
、新
羅
か
ら
の
冊
立
過
程
で「
高
句
麗
嗣
子
」「
先

王
正
嗣
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
高
句
麗
王
の
正
統
な
る
継
承
者
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
安
勝
と
新
羅
―
安
勝
の
新
羅
逃
亡
記
事
の
再
検
討

　
一
方
、
こ
の
安
勝
が
新
羅
へ
逃
亡
す
る
記
事
が
『
三
国
史
記
』
に
み
え
る
が
、
新
羅
本
紀
と
高
句

麗
本
紀
で
は
繋
年
が
異
な
る
。
こ
れ
は
高
句
麗
本
紀
の
高
句
麗
遺
民
関
係
記
事
編
纂
過
程
に
お
い

て
『
資
治
通
鑑
』
が
優
先
さ
れ
、
本
来
、
新
羅
本
紀
に
対
応
す
べ
き
記
事
が
挿
入
さ
れ
ず
、
そ
の
一

年
前
の
高
句
麗
遺
民
の
離
叛
者
の
記
事
の
な
か
に
安
勝
の
新
羅
逃
亡
記
事
を
挿
入
し
た
た
め
で
あ
っ

た
。
安
勝
は
新
羅
か
ら
迎
え
ら
れ
た
も
の
の
、
六
七
〇
年
に
高
句
麗
遺
民
四
千
余
戸
と
と
も
に
新
羅

に
逃
亡
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二
．
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
と
新
羅
・
唐

（
一
）
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
と
新
羅
と
安
東
都
護
府

　
新
羅
の
援
助
の
も
と
、
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
が
勃
発
し
た
が
、
こ
れ
は
高
句
麗
遺
民
を
積
極
的
に

支
援
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
唐
の
軍
事
的
介
入
を
阻
止
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
新
羅
の
戦
略
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
反
乱
は
遼
東
に
ま
で
拡
大
し
、
唐
軍
は
鎮
圧
軍
を
派
遣
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
の
で
あ
り
、
唐
の
軍
事
力
を
分
散
さ
せ
よ
う
と
い
う
新
羅
の
思
惑
通
り
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
新
羅
は
安
勝
を
高
句
麗
王
に
冊
立
し
た
が
、
こ
れ
は
安
勝
を
高
句
麗
王
と
し
高
句
麗
遺
民

を
安
撫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
句
麗
遺
民
支
援
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
で
、

こ
う
し
て
新
羅
領
内
に
高
句
麗
が
復
興
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
と
唐

　
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
の
鎮
圧
を
目
指
し
た
唐
軍
は
六
七
二
年
の
平
壌
進
出
後
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島

中
部
ま
で
駒
を
進
め
、
高
句
麗
遺
民
・
新
羅
軍
を
破
り
、
そ
の
余
勢
を
駆
っ
て
さ
ら
に
南
下
す
る
。

し
か
し
、
新
羅
軍
が
主
力
と
な
っ
て
唐
軍
を
撃
退
し
、
高
句
麗
遺
民
に
代
わ
っ
て
、
今
度
は
新
羅
が

唐
と
の
対
立
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
六
七
〇
年
に
勃
発
し
た
大
々
的
な
高
句
麗
遺

民
の
反
乱
は
、
六
七
三
年
閏
五
月
の
戦
闘
を
も
っ
て
ひ
と
ま
ず
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

三
．
高
句
麗
遺
民
の
対
日
本
外
交
と
新
羅

（
一
）
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
と
高
句
麗
遺
民
の
遣
日
本
使

　
こ
の
よ
う
に
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
の
さ
な
か
倭
に
到
達
し
た
、
六
七
一
年
の
高
句
麗
使
節
を
め

ぐ
っ
て
は
既
述
の
よ
う
に
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
く
の
根
拠
な
き
推
論
に
す
ぎ

な
い
。
し
か
も
、
新
羅
が
高
句
麗
使
節
を
偽
称
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
一
つ
に
特
定

す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
、
今
の
と
こ
ろ
、
決
定
打
を
欠
く
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
た
だ
、
い
ず
れ
の
場
合
も
新
羅
が
援
助
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
視
点
を
変
え
て
、

高
句
麗
使
節
の
日
本
派
遣
に
お
け
る
新
羅
の
関
与
に
注
目
し
、
こ
の
問
題
を
攻
究
し
て
み
た
い
。
そ

の
場
合
、
看
過
で
き
な
い
の
は
高
句
麗
遺
民
の
抵
抗
運
動
中
に
は
新
羅
送
使
が
随
伴
さ
れ
て
い
な
い

の
に
対
し
て
、
そ
の
後
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
新
羅
は
高
句
麗
使
節
を
前
面
に
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
唐
へ
の
抵
抗
運
動
を
展
開
す
る
高
句
麗
遺
民
の
支
持
を
得
、
日
本
と
唐
と
の
連
携
阻
止
、

新
羅
へ
の
唐
の
軍
事
的
圧
力
軽
減
を
図
っ
た
の
で
あ
り
、高
句
麗
使
節
の
日
本
派
遣
は
、新
羅
に
と
っ

て
も
重
要
で
あ
っ
た
。

（
二
）
小
高
句
麗
国
の
遣
日
本
使
派
遣
と
新
羅

　
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
鎮
圧
後
の
高
句
麗
使
節
に
つ
い
て
も
、
新
羅
の
偽
称
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

「
高
麗
王
」
が
使
節
を
派
遣
し
た
と
す
る
こ
と
、
小
高
句
麗
国
滅
亡
後
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
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か
ら
み
て
、
小
高
句
麗
国
か
ら
の
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
使
節
派
遣
の
前
後
に

は
例
外
な
く
新
羅
使
節
の
派
遣
が
認
め
ら
れ
、
高
句
麗
使
節
の
派
遣
は
新
羅
の
対
日
外
交
と
連
動
し

て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
新
羅
は
新
羅
送
使
を
随
伴
さ
せ
た
が
、
こ
れ
は

新
羅
の
影
響
下
に
小
高
句
麗
国
が
復
興
し
た
こ
と
を
日
本
に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き

日
本
の
高
句
麗
遺
民
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
擁
す
る
新
羅
へ
の
援
助
を
期
待
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
唐
と

日
本
と
の
連
携
を
防
止
し
、
新
羅
支
援
を
得
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
高
句
麗
使
節
に
新
羅
送
使
を
随
伴
さ
せ
、
そ
れ
が
新
羅
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
日

本
に
示
す
こ
と
は
、
新
羅
の
対
日
外
交
上
、
新
羅
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
効
な
外
交
的
手
段
で
あ
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
新
羅
は
唐
と
の
対
立
と
い
う
未
曾
有
の
危
機
的
状
況
下
で
高
句
麗
遺
民
の
遣
日
本

使
を
積
極
的
に
活
用
し
た
と
い
え
る
。

結
語

　
こ
の
よ
う
に
新
羅
は
高
句
麗
遺
民
の
抵
抗
運
動
、
高
句
麗
使
節
の
対
日
外
交
に
積
極
的
に
関
与
し

た
の
で
あ
っ
た
。
新
羅
は
か
つ
て
「
任
那
」
使
節
を
偽
称
し
、
対
日
外
交
を
優
位
に
展
開
し
よ
う
と

し
た
が
、
高
句
麗
滅
亡
後
は
、
高
句
麗
の
遺
民
が
か
つ
て
の
「
任
那
」
使
節
の
役
割
を
担
い
、
新
羅

の
対
日
外
交
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
新
羅
は
対
日
外
交
に
お
け
る
高
句
麗
使
節
の
日
本
派
遣

の
重
要
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
高
句
麗
遺
民
に
対
す
る
新
羅
の
影
響
を
軽

視
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。


